
























世の中の「運ぶ」を効率化、高生産性化するべく、

多彩な人財が活躍する輸送機事業部。

ティール組織の実施やクレドの策定をはじめとした、

すべての社員が主体性を発揮してチャレンジできる

環境を構築しています。

―物を運ぶ技術でお客様に安心・快適・高生産性を
　  　　　　　　　　　　　　　　提供し社会に貢献する ―

輸送機事業部   SDGs目標

産業のプロセスに欠かせない
「物を運ぶ」に関連した技術能力を向上し、
新しい技術で自動化や省力化を実現する
製品とサービスを国内外に広めて
産業の発展を支える。

産業と技術革新の
基盤をつくろう

安心・快適に物を運ぶ
製品とサービスを提供するなかで、
より少ないもので
より多くより良くを目指し、
資源の利用を抑えた生産・消費を行う。

つくる責任
つかう責任

世の中の「運ぶ」を
高効率・高生産性化することで、
環境負荷を減らすとともに、
環境にやさしい技術や
生産の方法を取り入れることで、
温室効果ガスの削減に取り組む。

気候変動に
具体的な対策を

社員が個々の能力を発揮し
誇りをもって働ける風土と環境を
構築することで、
働く人の技術力と意欲を向上させ、
経済成長と持続可能な社会の実現に
貢献する。

働きがいも
経済成長も
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（以下敬称略）

佐藤事業部長
輸送機事業部

佐藤：輸送機事業部は、1952年からコンベアの生産を開
始し、コンベア単体、コンベアシステム、そして、トータルFA
化へと事業を拡大してきました。この成長を可能にした一
つの要因が働く人の多様性。黙々と作業するのが好きな職
人っぽい人もいれば、新しいアイデアをたくさん出してくれ
る人もいます。女性社員主体のチームや若手主体のチーム
もありますし、現場のガテン系の人もいます。
長年培ってきた技術と誇り、そして多様な社員たちのシナ
ジーが、この輸送機事業部から世界の産業に、多くの利益
と付加価値の創造をもたらしてきたのです。

佐藤：NKCグループは部品を製造している事業部が多い
ですが、当事業部の特色として、私たちは製品を納入して
いるという点があります。そして私たちが作る商品は工場
設備に関わるものですので、長ければ40年以上使ってい
ただいているものです。少しでも長く使っていただけるよ
う、先方の担当者とのコミュニケーションは何十年の付き
合いを見越した密接なものになります。

そして求められるものは、時代によって刻々と変化していき
ます。そうした刻々と変化するニーズにも敏感に反応するこ
とで、たくさんのお客様から支持をいただき、今日に至って
いるのです。

佐藤：最近本格的に参入し始めたのが物流事業。単に「物
流」というとトラックで運ぶ、というイメージがあるかもしれ
ませんが、商品の仕分けやトラックへの積み込みも「物流」
です。フォークリフトをはじめとした、NKCグループが得意
とする分野から物流事業に貢献し、コンベア事業と並ぶも
う一つの柱とすべく、取組を進めています。製造業という
と、男性社員が主体のイメージですが、例えば女性目線で
の販売戦略や、SNSでの発信を行うことで、新しい切り口
での物流へのアプローチを模索するなど、多様な視点で取
組を進めています。

佐藤：世間がコロナ禍によって行動を抑制された煽りをう
けて、各企業が新たな工場展開などを一時停止したこと
で、我々も影響を受けました。しかしながら、昨年には国内
において、コロナ禍前の水準までしっかりと回復すること
ができたのです。この要因となったのが、大変な時期であっ
ても基本を忘れず、保守や改造などの仕事をかき集め、内
製化し、コツコツと積み上げていったことでした。このよう
な経験があったからこそ、改めて地盤を固めるいい機会に
なりましたね。

佐藤：輸送機事業部は現場もあり工場もあり、組織として
安全が特に厳しく求められるという特徴があります。この
部分に関しては上司が強く発信しないと社員やお客様の
安全を守ることはできません。しかしながら、上から言われ
たことだけしかやらないような組織では、もしなにかイレ
ギュラーが生じたとき、迅速な対応をとることができないの
です。そこで輸送機事業部では、全員が改めて同じ方向を
向いて高みを目指せるようにクレドを策定、そして構造改
革としてティール組織※を導入しました。

佐藤：ティール組織は現在2年目で、鋭意推進中です。
ティール組織に正解はなく、社員一人ひとりが自らの意思
と考えで判断を下せるようになるにはどうすればいいの
か、探しながら進めています。しかし間違ってはならないの
が、ティール組織は「社員個人が責任を取らなければいけ

ない」ということではありません。そういった誤解が起きな
いように注意し、これまでの組織を変えていくのは簡単な
ことではなく、「人」に合わせた「仕組み」の構築が我々の
課題です。
このティール組織が根付いたとき、部署の全員が部署、そ
して会社の利益を考えて自発的に行動できるようになるは
ずです。そして、全員が「我々はこうありたい」と語ることが
できるようになれば、輸送機事業部の新たな可能性が見え
てくると考えています。

佐藤：NKCグループは働きやすさ
に貪欲で、社員が友だちに自慢でき
るような取組を多く持っている魅力
的な会社だと思います。こういった取
組を入り口にして、社員たちのやり
がいやモチベーションを醸成してい
く会社を目指したいと考えています。
そして輸送機事業部として、カーボン
ニュートラル等の取組により、持続可
能な開発という面からもご期待に応
えられるよう、しっかりと社会貢献性を伸ばしていく必要が
あります。我々のコンベアは世界から必要とされています。
また、物流事業も成長市場であるので、規模を2倍にも3倍
にもして、NKCグループの柱にしたいですね。さらに、この
事業を育てたノウハウをもって、次の事業を育てる10年、
20年にしていきます。これからの輸送機事業部の成長と、
社員たちの成長が、今から楽しみでわくわくしています。

輸送機事業部の取組

少しでも長く製品を使ってもらうために

輸送機事業部とは ティール組織、クレドの策定

物流事業という新たな挑戦

コロナ禍が教えてくれた基本の大切さ

日々、成長痛を感じながら

描く未来を実現するために

｢

人｣

が
変
わ
れ
ば

｢

組
織｣

が
変
わ
り
、

｢

社
会｣

が
変
わ
る

輸送機事業部   SDGs目標
輸送機事業部
製品ページ
はコチラ

※ティール組織：全メンバーに責任と権限があるフラットな環境下で、全員が
主体的に事業に取り組む組織。
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自動設備の導入により
製造工程の合理化を進めるとともに、
各自が特性を発揮できる
人材配置・育成に取り組むことで、
生産性の向上に努める。

産業と技術革新の
基盤をつくろう

お客様目線による
品質保証体制の強化を図ることで、
メーカーとして
果たすべき責任に向き合い、
安全・安心な製品・サービスを提供する。

つくる責任
つかう責任

多様な人材配置、全員参画により
一体感を創出、
自由闊達な組織風土の中で、
強くしなやかな事業部を目指す。

働きがいも
経済成長も

デザイン性や機能性の強化によって
長く快適に住み続けられる
住まいづくりを実現し
コミュニティーを育むことで、
ハートフルなまちづくりに貢献する。

住み続けられる
まちづくりを

ベアリングリテーナーの「回転」の技術を応用した

戸車の生産から派生し、

リフォーム事業、そしてペット事業にも参入した特機事業部。

「５ゲン主義」と自由闊達な組織風土が、

地域社会のライフサイクルという「回転」に寄与します。

―世界に誇れるオンリーワンの価値を創造し
　　　　　　　　 　　  誰もが憧れる事業部を目指す―

特機事業部   SDGs目標
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（以下敬称略）

西垣事業部長ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
い
う

｢

回
転｣

へ
の
貢
献

西垣：特機事業部は、元々は軸受事業部から派生したとい
うこともあり、「回転」に関わる技術の応用として戸車の製造
を始めたんです。今日では戸車をはじめとする窓周りの住
宅関連部品に範囲を拡大し、リフォーム事業、ペット事業を
展開しています。

村野：ペット事業はもはや「回転」
関係ないじゃないか！と言われてし
まいそうですが、ライフサイクルとい
う面で考えると広義での「回転」な
んですよね。

西垣：上手くまとめてくれてありがとう(笑)。特機事業部は
他の事業部とは違って、事業部名に取扱製品やサービスの
名前が入っていないんです。広い意味での「回転」に対してア
クションを起こしているというのが、特機事業部の特色です。

西垣：ひと昔前までは、窓のサッシが傷んでしまうと、窓枠
ごと壁から外す大掛かりなリフォームしか手段がありません
でした。そこで登場したのがカバー工法。古いサッシの上か
ら新しいものを被せることで、比較的手軽にサッシを新しく
することができます。しかし、カバー工法は大量の廃材が出
るので、昨今のSDGsの流れに反します。なので、我々はサッ
シが傷む前の戸車交換を勧めています。適切な時期に交換
ができれば、向こう20年は使い続けることができるのです。

村野：戸車はホームセンターなどでも販売されており、各々
で取り換えることもできます。しかし、例えばアルミサッシに
ステンレスの戸車をつけてしまうと、戸車の方が固すぎて
サッシをかえって傷めることに。このことは世間に知られて
いないので、こちらから適切なタイミングで認知いただける
ように、分譲マンションの管理組合さまへの訴求を行ってい
ます。

樋浦：住環境へのアクションを取るのが特機事業部のミッ
ションですが、次の事業を考えていく上で、戸車やリフォーム
事業を起点としてペット事業に目を付けました。その中でも、
近年猫の飼育頭数が犬を超えている点に着目し、猫がいる
家庭をターゲットとした事業を展開することにしたのです。

辻：これまでNKCグループが培って
きた回転を支えるための金具の技術
があれば、ペットの安全に貢献でき
ますしね。実際５年前にキャットス
テップを製品化した際には、15キロ
を想定して１万回以上の耐久試験を
行うことで、その安全性を証明しまし
た。類似品は出てきていますが、技術
に裏打ちされた品質がご支持をいた
だき、リピーターも増えつつあります。

樋浦：大阪府との包括連携協定締結に伴って、動物愛護管
理センター（アニマルハーモニー大阪）へキャットステップや

キャットハンモック、ペット用サプリメントの寄贈などの活動
も行っています。先方が喜んでくださっている姿を実際に見
ることができるので、事業を盛り上げていく上でとても励み
になりますね。

西垣：NKCグループ内
での特機事業部の特徴
として、製造・サービス・ECという異なる事業形態が集合して
いるという点があります。各事業がばらばらにならずにシナ
ジーを生み出せるよう提唱したのが、ものづくりの会社には
欠かすことができない「５ゲン主義」※。全員が現場につい
て、そして製品について詳しいことが当たり前の環境を目指
しました。「５ゲン主義」が定着した兆しが見えたのが、私た
ちが「次世代オペレーター」と呼ぶ製品のコンペに勝利し、
受注を獲得した時です。事業部内の雰囲気が変わり、部門
を超えての盛り上がりがありましたね。

辻：当時のことはよく覚えています。その受注をきっかけと
してこれまで以上にいいサイクルが始まり、現場とのコミュ
ニケーションも密になったんですよね。でもそれだけではな
く、西垣さんが毎年の活動方針を事業部全体にしっかりと
根下ろししたり、挨拶文化を促進したりといった、日常のひ
とつひとつにアプローチしたことも大きいです。今となって
は当たり前のように浸透・定着しており、本当に西垣さんは
特機事業部にとって太陽です(笑)。

村野：昨今のコロナ禍で誰しもが痛感したことですが、世
の中はめまぐるしく「回転」しています。外部環境が変わって
いく中で、それに対応した新しい価値を提供できる事業部
になっていかなければなりませんね。

樋浦：そのためにも、人財育成は長期的な視座を持って計
画する必要があります。瞬間的なイノベーションばかりでは
なく、持久力のある新人を育てるために、ベテランのスキル
や行動力を若い世代に伝えていきたいですね。

西垣：若い世代へのアプローチとして、大阪府との包括連
携協定をきっかけに、府立工業高校へのキャリア教育支援
も行っています。生徒たちへの特別授業や、工場見学など
を通して、ものづくりやSDGsに興味を持ってもらえれば、
それも我々が社会に提供する新しい価値と言えるかもしれ
ません。

辻：縛られ過ぎず、いろんなことに挑戦できるのが特機事
業部の魅力ですよね。成長した若手たちがどんなアクション
を起こしていくのか、楽しみでなりません。

西垣：世間にはいろんな社会問題があ
りますが、我々が起こせるアクションも多
種多様。これから長く世間の皆様から頼
りにされる事業部となれるよう、事業部全
員一丸となってアクションを起こしていき
ます。

特機事業部の取組

特機事業部とは

５ゲン主義の徹底

未来を見据えて

戸車からリフォーム事業への展開

新事業「animacolle」

特機事業部   SDGs目標

特機事業部

（以下敬称略）

辻部長
特機事業部

（以下敬称略）

樋浦氏
特機事業部

（以下敬称略）

村野部長
特機事業部

※5ゲン主義：「現場」「現物」「現実」「原理」「原則」の5つの視点で行動・判断
すること。
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天満製鈑事業部   SDGs目標
―素材と向き合い続け、社会と向き合い続ける―

自動車や住宅に使われる鋼材を独自の圧延技術で加工し、

社会の安全を支える天満製鈑事業部。

日本の新幹線は、彼らの活躍なくして走ることはできません。

この活躍の裏側には、自ら考えて行動することができる人財育成がありました。

圧延、焼鈍を生かした
強靭な素材を提供することにより、
しなやかで粘り強く柔軟な
技術革新を目標とし、
産業の発展に貢献していく。

産業と技術革新の
基盤をつくろう

研磨を不要とした
圧延加工による効率的な資源利用、
生産過程での廃棄物抑制を目指し、
資源を最大活用しながら
製品を提供する。

つくる責任
つかう責任

効率的な設備運用を
実現するとともに、
環境に配慮した設備投資を行うことで、
地球環境負荷の低減に貢献する。

気候変動に
具体的な対策を

自ら考えて行動できる
人財育成を基に業務の効率化を図り、
社員のワークライフバランスを向上させ、
付加価値の向上とともに
高い成長率を維持する。

働きがいも
経済成長も
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（以下敬称略）

萩野事業部長
天満製鈑事業部

萩野：天満製鈑事業部は、自動車や住宅などに使われる
金属製品を製造するための鋼材の冷間圧延加工を行って
おり、独自の圧延技術によって、お客様の要望に応じた板
厚への加工が可能です。後ほど紹介しますが、新幹線の安
全運行のためになくてはならない仕事をしていますし、ま
た現在は新工場も立ち上がり、メンバー1人ひとりが誇りを
持って働ける事業部と言えます。

萩野：元々は名前の通り大阪天満の本社内にあり、軸受
事業部の下請けのような立ち位置でした。現在は軸受事業
部との連携は保ちつつ、老舗事業部でありながらもベン
チャー気質を持った事業部ですね。小さな事業部ですの
で、守ってばかりいては成長できません。NKCグループの
中、そして社会で広く存在感を示すには、とにかく攻めの姿
勢でいることが大切だと考えています。

萩野：素材にこだわり、独自の手法で圧延や熱処理、切断
などを行っています。手が込んでいるがゆえに、「天満製鈑
のものがいい」とご支持をいただくお客様が多いことが誇
りです。
他企業のものも使ってみて、その上で戻ってきてくださるお
客様もいて、信頼と評価をいただけている実感があります。

萩野：2021年に、事業部を挙げて現在の神戸工場へと移
転しました。一つの事業部が丸ごと動く大掛かりな移転で
したので、NKCグループの歴史からみても、かなりのビッグ
イベントだったと思います。旧工場で使っていた設備をその
まま神戸工場に持ち込んだのですが、とても驚いたことが
ありました。それは使っていた年代物の設備が、歴史ある
天満の土壌の状態に馴染んでしまっていて、新しく綺麗な
神戸工場で作動させると、うまく動作しなかったのです。大
慌てで調整を施し、現在は正常に動いていますが、当時は
本当に新幹線が止まってしまう！と焦りました(笑)。

萩野：天満製鈑事業部にはグループ会社のNKC NASSH
も含め約50名のメンバーがいますが、この50名でほぼす
べての新幹線で使われるベアリングリテーナー用の材料
を製造しています。つまり、我々がいなければ、新幹線は動
かないのです。事業部のみんなには、今一度自分たちがす
ごいことをやっているんだと認識してほしいですね。そうし
て自信を身に着けてもらえれば、なんでも意見の言い合え
る、主体的な組織へと成長していくと考えています。

一方で、人生は自分で考えて選択していかなければならな
いとも考えています。私から言われたからやる、ではなく、
やりたいからやる、という意識で業務に取り組んでもらう
のが理想です。そのためにも「個」を重視し、言葉をかける
時にも方向性を示す程度に抑えつつ、何かアクションを起
こしてくれた際には些細なことでも「褒める」「認める」こと
を大切にしています。

萩野：事業部長になる前、私は天満製鈑事業部の営業職
として勤務していました。その時のエピソードとして、大手自
動車会社に２か月間通い続けたことがあります。最初こそ
なかなか仕事につながるお話はいただけませんでしたが、
何度も粘り強く通い続けたおかげで、燃料電池自動車部
品のサプライヤー候補となりました。伝えたいのは、とにか
く頑張れ、ということではなく、誰にでもチャンスがあるの
で、臆せずに挑戦してほしいということです。事業部全員が
仕事に誇りと自信を持って臨めば、この事業部はどんどん
飛躍していけると信じています。

萩野：当社の製品は新幹線０系から使っていただいてい
ます。既存の製品の信頼と期待には応えられるようにして
いきたいですね。もちろんそれだけにとどまらず、製品に新
たな付加価値をつけるにはどうすればいいか、常に考えて
います。最近ですと、ある技術がA-STEP（国の研究成果最
適展開支援プログラム）に採択され、オーストラリアの
ウィーン工科大学で行われる国際会議で発表を行うことが
決まっています。これをきっかけに世界からも注目されるよ
うになれば、事業部の付加価値が高まると考えています。

萩野：中西社長は、常に視座を高く持ち、来たる新たな時
代へと圧倒的なスピード感を持って進んでいます。我々は、
ただそのスピードに追い付こうとするだけでは到底及びま
せん。何か一つでも社長を超えられるものはないか、驚か
せるようなアクションを起こせないか、常に機をうかがうこ
とではじめて、同じスピード
感でもってNKCグループを
盛り上げていけるのです。ま
ずは地固めとして、工場の
環境改善と人財育成から。
そして近い未来、私たちは
社会を驚かせるようなイノ
ベーションを牽引する、唯一
無二のチームとなっている
はずです。

天満製鈑事業部の取組

NKC内での立ち位置

天満製鈑事業部が手掛ける
製品のセリングポイントとは

天満製鈑事業部とは

事業部メンバーへの期待

一筋縄ではいかなかった移転

人財育成へのこだわり

10年後の天満製鈑事業部の姿

新たな時代を戦い抜くために

｢

個｣

の
力
を
向
上
さ
せ
、

世
界
に
誇
れ
る
チ
ー
ム
へ

天満製鈑事業部   SDGs目標
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天満製鈑事業部
製品ページ
はコチラ




